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割合

履修上の心得・ルール

レポート

調査報告書

小テスト

中間・学期末試験

成績評価の方法と基準

第7回目  中国のインフラ建設と住宅事情　　＜レポート提出＞

評価の領域 評価の基準

第11回目  中国の故事成語と中国人の価値観（一）

第12回目  中国の故事成語と中国人の価値観（二）

第13回目  中国の文字、象形文字から簡体字まで

第14回目  中国の建築、庭園と生活　＜レポート提出＞

第15回目  中国の思想（論語、荘子）文学、宗教、音楽、教育、社会と生活

第10回目  中国の美術、工芸。古代から現代まで

第8回目  中国の食生活（料理と茶と酒の文化）

第9回目  中国のファッションの進化

授業参加態度 積極的に授業を受ける。宿題をきちんとやると２０点を取れる。

欠席、遅刻をしないこと、授業の居眠りなどがないこと、きちんとしたレポートを書くこと。

発表内容（態度含む）

その他

プリントを配布し、参考図書を紹介する

教科書と参考図書

授業によってレポートを作成する。中国人の生活と文化の理解度は高ければ80点をと
れる（詳細に課題を探求し、着手すべきテーマの問題点に十分に注意を払っている。

佐野短期大学シラバス2014

単位数

1単位 選択

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

本館３Ｆ 授業中に指示します

　

授業の概要

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講することが望まれる科目

１．１５のテーマで中国文化と生活を簡明に説明できる教材を使用する。　２．ビデオの映像によって、現場にいるような感
覚で中国文化を体得し、中国人の生活を理解する。　３．先生が中国で撮った写真を学生に見せて、日本の新聞・テレビの報
道より、よりリアルな中国の真実が分かる。　４．先生が中国から持ち帰った雑誌とＤＶＤを教材として使い、学生に中国の
現物を直接触れさせる。

1．主なのはビデオで各テーマを説明する。歴史、文明、世界遺産、経済発展、年中行事、ファッション、住宅、美術、建
築、庭園、料理、などの面白いビデオが用意してある。故事成語はプリントとＣＤがある。思想、文学、宗教、文字、社会主
義市場経済などはプリントで説明する。　２．ビデオ、プリントを見たり読んだりした後に、共同で議論する。先生の中国体
験と中国で撮った写真も提示する。

木曜・金曜８：３０～１８：０
０（授業時間を除く）

氏名

授業の到達目標

科目名
開講年次 開講学期 曜日・時限

Subject　Name

学習の成果

授業のスケジュールと内容

特になし

担当者に関する情報

授業の形態 授業の性格

講義

特になし

陳順和

中国語Ⅱ（生活と文化）

Ｃhinese Ⅱ
1年 前期・後期

オフィスアワー

第2回目  中国の古代文明、生きている文明

第3回目  中国の世界遺産と現代生活(一）

1中学校、高校の歴史教材だけではなく、もっと深く、もっと広く中国歴史と文明を理解することができるようにする。
２．中国の世界遺産、故事成語、年中行事、料理、美術、住宅、ファッション、庭園、宗教、音楽、文字、文学、思想などを
通し、中国の文化と生活をもっと理解することができるようにする。　　３．社会主義市場経済による中国人民の生活と価値
観の変化を観察することができるようにする。

授業の方法

１．中国についての関心度を高めることができる。　２．中国の真実を理解することができる。　３．報道により形成された
中国観をもう一度確認する力を養うことができる。　４．複眼で中国の政治、経済、社会を見ることができる。　５．中国の
発展ぶりを理解し、卒業した後も自分で進んで中国を続けて観察する能力を身につけることができる。　６．中国の文化を理
解し、中国を楽しめる。自分の人生も二倍にすることができる。

第1回目  中国の歴史、商、周、秦、漢、唐から現代までの国家形成と現状

第6回目  社会主義市場経済と中国人の生活の現状

第4回目  中国の世界遺産と現代生活（二）

第5回目  中国と日本の年中行事

別途、時間割表参照




